
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

2024 

川島町社会福祉協議会ボランティアセンター



▲ 事前説明会には「参加希望者」６８名、「受入れ事業所」 

３者(あすか川島工房様、つばさ南・北学童様、川島町 

総合型地域スポーツクラブ様)にご出席いただきました。 

 

 

  

実施期間：令和６年７月２２日（月）～８月３０日（金） 

参加者数：９３名（のべ１４０名） 
 

ご参加・ご協力いただいた皆さまへ 
  この度は夏のボランティア体験プログラムにご参

加・ご協力いただき大変ありがとうございました。 

 今年度は例年とは少し形を変えて「事前説明会の実

施」と、参加者の皆さんには「体験記録シート」をご

提出いただきました。大変な部分もあったかと思いま

すが、皆さんが体験記録シートに残していただいた「支

援する立場になって気付いたこと」や「地域の方との

交流を通して学んだこと」など、そうした「気づき」

や「学び」を大切にしていただきたいなと思います。 

 夏のボランティア体験プログラムは川島町内の福祉

施設や団体の皆さまのご協力により実施されていま

す。お忙しい中、ボランティアの受入れにご協力いた

だきました福祉施設・団体の皆さま、大変ありがとう

ございました。 

 

＜活動にご協力いただいた町内福祉施設・団体の皆さま＞ 

 ・デイサービスセンターやすらぎの郷 

・あすか川島工房 

・つばさ南学童クラブ 

・つばさ北学童クラブ 

・学童保育どりいむくらぶ会 

・学童保育かっぱくらぶ 

・子育て支援総合センター 

・川島町立さくら保育園 

・川島町立けやき保育園 

・川島町赤十字奉仕団 

・ハッピー体操 

・川島町地域包括支援センター 

・川島町総合型地域スポーツクラブ 

 

ボランティアセンターでは夏休みに限らず「ボランティアをお願いしたい方・活動したい方」の

ご相談をお受けしています。お気軽にご相談ください。 

社会福祉法人 

川島町社会福祉協議会ボランティアセンター  



デイサービスセンターやすらぎの郷 

 

 

 

  

  

 

あすか川島工房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・最初はお話相手になるのが不安だったけれど、お話 

 することができ、話し相手になってくれた方が笑顔 

になったときが嬉しかったです。このような仕事が 

あるのはみんなの居場所になると思います。 

 

・話相手をするにも普段話している声だと聞こえな 

かったり大変だと思う事もあった。けれどその方 

の昔話などをしてくれて勉強になることも多かっ 

た。介護は大変だけど、その分やりがいや達成感 

もあったのでボランティアをして良かったと思う。 

 

・普段は人と交流することが苦手だけど、この活動を 

 通して、いろんな人と交流することが出来た。また 

少し人の役に立つことが出来た気がする。高校生に 

なると人間関係はとても大切になっていくので、今 

回の経験を１つ１つ大切にしていきたいと思った。 

 

・アイロンビーズ作りをして、赤十字の方々の普段の 

活動なども知る事ができました。何か震災があっ 

た時や募金活動の時のお礼に自分が作った物が配 

られて誰かが喜んでくれればいいなと思います。 

・お手伝いをしたり、わた飴やじゃがいもを食べたり、踊っ 

たりお話ししたり、すごい楽しかったです。また、話し掛 

けてくれた方もいて嬉しかったです。一人でおろおろし 

てしまう時があったので、もっと積極的に行動できる様 

になりたいと思いました。 

 

・最初はやり方やどうやって話し掛ければいいかわからな 

 かったけれど、1人の人と話せるようになって色んな人に 

 話し掛けれる様になりました。周りの方がたくさんサポ 

ートしてくれたり、優しくやり方を教えてくれたりした 

ので、とてもやりやすい環境でした。このボランティアで 

人をサポートすることを学べました。 

【実施日】８月７日（水）、14 日（水） 

21 日（水）  

【参加者】 5 名 

・ベッドメイクひとつにしても様々な工夫があるこ 

と、それを行う利用者の方が完璧にできるように 

なるまで、考えたこともなかった多数の障がいが 

あること、長い日時がかかること、そして大きな 

努力をしていることを学びました。 

このボランティアを経験しなければ、障がいのあ 

る方がどのように働いているか、どのようなことが 

大変だと感じるか、知る事はなかったと思います。 

本日は貴重な経験をありがとうございました。 

 

・自分は聞いてすぐできるが、ここで働いている人は 

 障がいがあり、しっかり説明しても伝わりづらい人 

がいることを知った。けれど私達と同じ様に頑張っ 

て仕事をしていることがわかった。 

また、どうやって説明をして理解をしてもらうか 

など説明をするのが難しいことも知れました。マー 

クを付けたりして「こっちが前」など工夫をして 

教えているのがすごいと思いました。 

これからはここで学ばせてもらったことを活か 

していけるようにしたいです。 

 

 

・ボランティア活動をやって「すごい」と思いました。 

 障がい者の人達にわかりやすいように考えて、工夫して 

説明をしている職員さん、一生懸命仕事をしている障が 

い者の人達。体験をしてさらに実感しました。色々考えた 

りするボランティアで、とてもいい体験ができました。 

 

・あすか川島工房で食器洗いの洗い方が違くてびっくりし 

 ました。掃除も普段やっている方法と違くてびっくりし 

 ました。内職は細かい作業が好きなので「上手」と言われ 

て嬉しかったです。 

来年もまた、あすか川島工房でボランティアをしたい 

です。 

 

・洗面とトイレはそんなに難しくなかったです。 

 ベッドメイクは立ったり座ったりが少し大変でした。 

内職は慣れてくると楽しかったです。もう少しやりたい 

くらいでした。 

 

【実施日】7 月 22日（月）～8月 30 日（金） 

【参加者】 8 名 



つばさ南学童クラブ・北学童クラブ 

 

 

 

 

  

学童保育どりいむくらぶ会・かっぱくらぶ 

 

 

  

 

【実施日】7 月 22日（月）～8月 30 日（金） 

【参加者】つばさ南学童クラブ：11名 / つばさ北学童クラブ：4 名 

・言葉の選び方や伝え方など、年齢による違いを知る 

 ことができました。小学生の成長過程を感じる場面 

 が多くありました。自分が小学生の時にこんな感じ 

 だったのか、と懐かしさと同時に驚きを感じました。 

 

・児童の皆さんとても元気でこっちまで元気になれそ 

 うでした。職員さんもとても明るくて、色々と教え 

ていただきありがとうございました。夏ボラに参加 

して色々なことを学べました。 

 

・色々な子とふれあい、指導員側を少しですが体験す 

 ることができてよかったです。歳の離れた子と遊ぶ 

ことは中々なく、慣れない事もあり大変でしたが、 

貴重な体験ができました。 

 

・ボランティア活動を通じて、子どもを育てる親の苦 

労や感情を学びました。また、小学生の頃の自分を 

思い出すきっかけになりました。 

 

・ボランティアを始める前はどんな 1日になるかとて 

 も不安だったけれど、たくさんの子が声を掛けてく 

 れたり、遊んでくれて嬉しかったし、楽しい 1日に 

 なりました。 

・小学生たちが遊んでいる中に入ったりもしたので、 

楽しみながら活動することができた。勉強の指導に 

ついてはわかりやすく教えることができたと思う。 

このような活動はもっとたくさんの人が積極的に 

取り組めればいいと思った。 

 

・先輩としての責任感や色々な人と関わることの面白 

 さも学ぶことができました。少子高齢化で僕たち子 

 どもが減ってきている中、一人ひとりに手厚く教育 

 指導を行い、関わってあげることが今後求められて 

くると思いました。 

 

・自分が先生の立場になったことで、責任感や色々な 

 重圧を感じ、大変さを体験することができた。言う 

事を聞いてくれなくて、最後の方に言葉が少し強く 

なってしまったが、それが子ども達には逆効果にな 

ってしまった。言葉遣いは優しくした方が良いとい 

うことを知れたので良い経験になった。 

 

・前回はお年寄りの方と関わったが、今回は子ども達 

 のお世話という面で、また違った世代の人と関わる 

 ことができた。将来の仕事においても小さい子ども 

 の面倒を観ることがあると思うので良い経験になっ 

たと思う。 

【実施日】7 月 22日（月）～8月 30 日（金） 

【参加者】どりいむくらぶ会：16 名 / かっぱくらぶ：11 名 

・今何をするべきなのかを考え、自分から動く場面が多かっ 

たので、当事者意識をもつことが必要とされ、その面ではか

なり成長することができました。話し方や接し方も自分を

見つめなおすことができました。自分にはまだ足りていな

いなと感じる事もあったと同時に、成長するために必要な

部分を知る事ができました。 

 

・子どもを 1日見るのにすごく体力が必要で大変だという事 

がわかりました。外は暑いので中で遊ぶことしかできませ 

んでしたが、中でタブレットを活用したりしながら、学童の 

中で 1日を過ごしました。学童に行った事がなかったので、 

どんな風に 1日がすすんでいるのかわかりました。3日間と 

いう短い間でしたが、色々なことが学べました。 

・小学生の頃お世話になった学童クラブで、今回はボランティ 

アとして先生の手伝いをしました。通っていた頃では気付か 

なかった、先生は子どもたちのために裏でたくさん動いてく 

れていること、子どもの相手をするのが思ったより大変だと 

いうことに気付きました。ボランティア体験をして良かった 

と思いました。来年はもっとたくさん活動したいと思います。 

 

・1日中子どもの面倒を見るのは意外と大変だと知らなかった 

 ので、先生は普段苦労しているのだなと学びました。私と入 

れ替わりで学童に入ってきた 1年生の面倒を見ることができ 

て、こういう体験も良いなと思いました。また、お世話にな 

った先生のお手伝いをして、少しでも恩返しできたら良いな 

と思いました。 

 



子育て支援総合センター（かわみんハウス） 

 

 

 

  

 

かわじま町立さくら保育園・けやき保育園 

   

・担当したクラスの子供たちは元気な子がたくさん 

いて一緒に遊んでいてとても楽しかった。あまり小 

さい子と接する機会がなかったので、上手くいくか 

なと心配だったけど、子供たちの方から話し掛けて 

くれて嬉しかった。プールの時も水をかけられたり 

してとても楽しかった。 

 

・活動を通じて、先生も子供も楽しんでいる良いとこ 

ろだなと感じた。みんな元気そうに遊んでいて、自 

分も楽しかった。子供たち全員話し掛けてくれて緊 

張したけど最後は全くなかった。将来に繋がる良い 

経験になった。 

 

・このボランティア体験で保育士がどんな仕事をし 

ているか、やりがいや楽しさを学ぶことができまし 

た。小さい子供は友達同士で揉めて泣いてしまった 

り、あっちこっち行ってしまうなど少し大変なこと 

もありました。本の読み聞かせをした時、大きな声 

と一つ一つ表現をしてわかりやすくする工夫をす 

ることができました。このボランティアの経験を将 

来につなげていきたいと思いました。 

 

・最初だからわからないことも多くあったが、先生方

が教えて下さったのでちゃんと行動することがで

きた。皆が関わってきてくれて、大変だと思う事も

沢山あったけれど、同時にやりがいや楽しさも知る

ことができた。またこういったことがあったら、こ

こでの経験を活かしていきたい。 

 

・子どもたちに指示をしながら行う事は難しい事が改めてわか 

りました。保育士の方は、周りを見て先回りして子供たちに 

伝えていたりしてすごいなと思いました。今回の経験を通し 

て、私は人の笑った顔が好きなんだなとわかりました。私は 

人が困っていたりしていたら、手を差し伸べられるようにな 

りたいなと思いました。 

 

・ボランティアをやって、わからない事や知らなかった事も少し

ずつ優しく丁寧に教えてくれたので良かったです。私の将来の

夢は保育士なので、少しずつ経験ができて良かったです。 

 

・僕は弟や妹がいないので、保育園内の子供たちがとても可愛か

ったです。余り機会のない保育園児たちと関わることが出来

て、子供の考えや気持ちを少しわかることができました。これ

からは保育園児以外の子供たちも大切にしていきたいです。 

 

・僕は 2日間活動して、みんな仲良く遊んでいて感心しました。 

 時々、本やおもちゃの取り合いになってしまうことがあった 

 けれど、先生の話を聞いて、時間で交換したりして遊んでい 

 ました。僕が幼稚園に通っていた頃は、先生の行動などを意識 

 していなかったけれど、手伝いをして様々な仕事があることを 

 知りました。 

 

【実施日】８月 17 日（土） 

【参加者】２名 

・10時半くらいになると、とても忙しかったけれど、しっか 

り活動し、小さい子が多かったので足元に注意を払って活 

動した。出し物の手伝いの活動では人との接し方や気配り 

について学んだ。学校ではこのような体験は出来ないの 

で、このボランティア活動を通しての経験を大切にしてい 

きたいと思う。 

 

・ 

 

・地域の人と一緒に話したりすることで、地域の人た 

ちと交流を深め、さらに小さい子たちと楽しく遊ぶ 

ことが出来てとても嬉しかったです。ただ、交流を 

するのではなく、一緒に話をしたり遊ぶことで、よ 

り印象に残り、地域の絆を深めることが出来るんだ 

なと思いました。また、かわみんのボール探しでは、 

上にたくさんあると簡単になってしまうので、１つ 

だけ奥の方に入れたりし、丁度良い難しさにするこ 

とが出来ました。 

 

＜さくら保育園＞ 
【実施日】８月 5 日（月）、7 日（水） 

【参加者】5 名 
 
＜けやき保育園＞ 
【実施日】7月 25 日（木）、26 日（金） 
【参加者】4 名 



お弁当宅配・お手紙ボランティア 

  

  

 

 

 

 

 

アイロンビーズ作り 

 

・色の組み合わせを工夫して、上手く作れたのでよか 

ったです、黄色と黄緑色を組み合わせてキャンデ 

ィーを作りました。 

 

・アイロンはとても怖かったけど、人の為にやるって 

ことを忘れずに丁寧に出来た。またボランティア 

する機会があれば積極的に参加したいです。 

 

・今日作ったアイロンビーズがどう使われるのか詳 

しく知る事ができました。私の作ったアイロンビ 

ーズが少しでも役に立つといいと思います。 

 

・アイロンビーズ作りをして、赤十字の方々の普段の 

活動なども知る事ができました。何か震災があっ 

た時や募金活動の時のお礼に自分が作った物が配 

られて誰かが喜んでくれればいいなと思います。 

・いろんな人にアドバイスなど貰って素敵なアイロンビーズが出来 

たので良かったです。 

 

・ただ作るのではなくて、これを受け取る人のことを考えて作る事が 

出来ました。わからないことや助けて欲しい時に、優しい方々がす 

ぐにかけつけてくれて、とても楽しくボランティア活動が出来ま 

した。 

 

・意外と細かい作業で大変でした。友達が手伝ってくれたのもあり、 

時間内に２つ作れました。私が作ったものが役に立ったら嬉しい 

です。 

 

・不安だったけど赤十字奉仕団の方々が優しく教えてくれて上手に 

作る事が出来ました。 

 

【実施日】８月６日（火） 

【参加者】１８名 

【実施日】８月 22 日（木） 

【参加者】6 名 

 

・皆さん笑顔でお弁当とお手紙を貰ってくれてよかった 

です。一言声を掛けると、いろんな方が「ありがとう」

や「えらいね」と言ってくれて心が温まりました。 

お弁当をお配りした方全員元気そうでよかったし、私

もこれからずっと健康で元気に過ごしたいと思いま

した。それぞれの方たちと話ができたし、元気だった

ので来年もボランティアができたらいいなと思いま

す！ 

 

・皆さんにお弁当を配った時に、話し掛けてくれて嬉し 

かったし、楽しく話をできてよかったです。奉仕団の 

方とも仲良く出来てよかったし、色々なことを教えて 

くれてわかりやすかったです。地域の方も話をしてく 

れて「よく頑張ってるね！」と声を掛けてくれて、元 

気で良いなと思いました。私もおばあさんになった時 

に、元気でいたいので、今から運動をしていきたいな 

と改めて思いました。私たちまで心から嬉しくなって、 

お互い心が温かくなってよかったなと思いました。私 

はお配りする人数が少なかったけど、話が盛りあがっ

て良かったです！ありがとうございました！ 

 

・奉仕団の方に、長い時間の立ち話は足に負担が掛かってしまうと 

 聞き、3分～5分程度お話をしました。「暑いから体調に気を付け 

て下さい」と声掛けをしました。お話を続けるのが意外と難しか 

ったので少し焦りました。皆喜んでくれたのでとても嬉しかった 

です。 

 

・初めてのボランティアで、しっかりと自分から話をすることがで 

きた。手紙もとても喜んでくれたので嬉しかった。また、一人一 

人の安全確認もできたので地域に貢献できた。これを機に、川島 

町やそれ以外の所で行われているボランティアにも参加してみ 

たいと思った。 

 

・様々な方とお話しすることができました。皆さん喜んでくれたの 

 でとても嬉しかったです。機会があればまた取り組みたいです。 

 

・今回の活動では新しい事を見つけると共に自身の成長を感じる 

ことができた。このボランティアを通して、身の回りでできる 

ことを積極的に探して行動していきたいと感じる。 



ハッピー体操（介護予防体操） 

 

オレンジカフェ・脳いきいき教室 

 

 

 

 

  

 

  

【実施日】7 月 25日（木） 

8 月 1 日（木）、8日（木） 

  9日（金）、22日（木） 

【参加者】５名 

・はじめはどういう体操をしているのか気になりま 

した。やってみると、皆さんも元気に体操をしてい 

て、気持ちよくなりました。たくさん声を掛けてく 

れてうれしかったです。すごい元気でびっくりし 

ました。私も将来元気でいられるように、今から 

筋トレや走ることを頑張っておきたいなと改めて 

思いました。たくさんコミュニケーションをとれ 

て嬉しかったです。 

 

・自分の祖父母と同年代の方々が、大学生の自分たち 

 ですら少しキツイなと思う筋トレや体操を涼し気 

な顔でやってのけてしまう姿にすごく衝撃を受け 

ました。自分の祖父母もよく体を動かすなと感じ 

ていたけれど、世間の高齢者の方々もそれに負け 

ないくらい元気で安心しました。いつまでも元気 

な体で日々過ごして欲しいなと感じました。 

 

・私たちの祖父母の年代の人達と楽しく体を動かす

ことが出来ました。また、大学の授業でも行うよう

なことを実際に見て学ぶことができたので、とて

も良い体験が出来ました。これを機に、他の地域で

の体を動かす活動や、年配の方々と触れ合えるよ

うな活動に参加できるようにしたいです。 

 

 

 

 

・健康のためにとても気を使っているということがわかった。 

皆で集まって、健康を保つ場所があっていいなと思いました。

とても楽しかったので来年もボランティアに参加したいです。 

 

・参加している方々の楽しそうに身体を動かしているところを 

見て元気をもらう事ができました。たくさんの方々が一緒にお

話しをしてくれて、とても楽しい時間を過ごせました。参加し

ている皆さんが健康に気を付けていると聞き、進んで運動に取

り組んでいるのがすごいと思いました。 

 

 

＜オレンジカフェ＞ 
【実施日】８月 15 日（木） 
【参加者】 3 名 
 
＜脳いきいき教室＞ 
【実施日】7 月 24日（水） 
     8 月 1日（木）、28 日（水） 
【参加者】 10 名 

・身近な場所で住民同士で健康を保つ、そして予防の為に 

体だけでなく脳を動かすことは大切なことであり、とて

も価値のある活動でした。高齢者にとって、一人でリハ

ビリや介護に向き合うことは、もしかすると孤独で寂し

いものがあるかもしれません。ですが、皆とコミュニケ

ーションを取る事や、考える事を気軽に身近な場所で行 

う事は、体力の維持や向上に繋がる第一歩を進むことに

なると、改めて学ぶことが出来ました。 

 

・地域の皆で協力しながら介護予防を行う事にすごく魅 

力を感じました。身近な人同士で会話をしながら体を 

動かすので、楽しみながら交流をし、認知症などの予防 

ができました。体操や有酸素運動、脳トレなどを皆で楽 

しみながらやることで、体力の維持向上をしながら、 

地域との繋がりを持てることがわかりました。帰りの 

際、皆さんがとてもいきいきして楽しそうに帰ってい 

く姿が見られて、とてもやりがいを感じました。たくさ 

んのお話を聞けて、とても良い経験ができました。 

 

・普段人とあまり話さないので、今回の活動で色々な人と 

 話すことができてよかったです。皆さんお優しくてお 

もしろい人達だったので、人見知りな私と話してくだ 

さってとても楽しかったですし、とても良い経験にな 

りました。ボランティアを体験して良かったです。 

 



伊草公民館 盆踊り大会 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

玄米ダンベル作り（自宅ボラ） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・米があふれないように縫うことが難しかったです。使う 

人に健康になってもらえるように、気持ちを込めて作 

りました。 

 

・初めてボランティアをやって、人のために行う活動はと 

ても良い事だなと改めて感じました。普段やらない手 

芸をやれて楽しかったです。 

 

・布を正しいサイズに切り、ミシンで縫うのはとても苦戦 

しました。けれど、１つ完成すると楽しくなって、すぐ 

に手が動くようになりました。私にとっても良い経験 

となり、地域の方々のお役に立てると思うと、とても嬉 

しいです。中身が出ないよう強めに縫い付け、隙間なく 

止められました。ダンベルを自宅で作れる方法など、 

色々な部分で学ぶことがありました。 

 

・私は裁縫が得意ではないですが、祖母の参加している 

ハッピー体操で必要な道具作りをすることで、祖母へ 

の恩返しになったと思います。 

 

 

 

 

【実施日】８月３日（土） 

【参加者】 10 名 

【実施日】7月 22 日（月）～8 月 30 日（金） 

【参加者】 22 名 

【作成いただいた数】 62 組（124本） 

・枝豆の出店でお客さんをたくさん呼べて、無事に完売さ 

 せることできて良かったです。地域の人や枝豆を買って 

 くれた人たちの笑顔が見れて僕も嬉しかったです。最後 

の盆踊りは、皆で踊ってちゃんと踊りきることができ 

て、これが最後の伊草盆踊り大会になることが少し悲し 

かった。 

 

・フランクフルトは焼く事はあまりやらなかったけど、そ 

の他の焼く人のお手伝いはできたと思います。盆踊りで 

は、最初はだいたい踊る事はできたけど、最後らへんは 

あまり踊れなかったです。お手伝いでは、大人の話を聞 

いて素早く動くことができました。 

 

・出店でフランクフルトを焼いたり、お客様対応したりす 

るのがとても楽しかった。自分達が焼いたフランクフル 

トを美味しそうに食べているところを見ると、とても嬉 

しかった。最初は上手く焼けなかったけど、たくさん焼 

いているうちに慣れていった。またこのような機会があ 

れば参加してみたいと思った。 

 

・今までは祭りを楽しむだけだったけど、ボランティアを 

 して祭りを楽しませる側になって、人と人との関り方を 

学べたり、普段とは違った経験ができたり、人に感謝を 

 されてやりがいを感じる事ができて、色々な体験ができ 

 て楽しかった。 

・昔行った盆踊り大会は買う事しかしてなかったので、実 

際に売ってみて最初はあまり売れていなかったけど、声 

を出したりして頑張って人を集めました。当日は気温が 

高くて、この中でフランクフルトを焼いたりするのは大 

変だなと思いました。 

 

・盆踊り大会のボランティアに参加することで、地域の繋 

がりの大切さを強く感じました。また、模擬店の販売を 

手伝う中で、接客の難しさと楽しさを学びました。お客 

の呼び込みの際、どのような人が欲しがりそうなのかを 

考え、そのような人たちが集まっている所で呼び込みを 

して、お客を集めたりしました。また、仲間と連携しな 

がらスムーズに業務をこなすことで、達成感を得ること 

ができました。 

 

・伊草は小学校のグラウンドを利用していて屋台が多かっ 

たけれど、僕の住んでいる地域のお祭りは、伊草と比べ 

て狭いので、とても楽しかったです。他の屋台で飲み物 

をもらえたり、余った時間に回れて小学校の頃の友達に 

会う事もできました。担当して下さった方にも喜んでも 

らえたので嬉しかったです。また参加したいです。 

 

・思ったより簡単だったけど、簡単な事でも誰かの役に少し 

 でもなることを知り、これからもできるだけボランティア 

をしていきたいと思った。これからはボランティアをする 

人が増えて欲しいです。 

 

・普段、裁縫はあまりやらないのでとても難しかったです。 

 特にミシンでの返し縫いが苦戦しました。他にも、中に入 

れた玄米が出ない様に、まつり縫いの縫にも気を付けまし 

た。一生懸命作ったので、使っていただけたら嬉しいです。 

 

 

 

▲ 皆さんに作成いただいた玄米ダンベルは、ハッピ 
ー体操の参加者・サポーターの皆で大切に使わせ 
ていただきます。ご協力いただき大変ありがとう 
ございました。 

 

 



 


